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地域の様々な活動に積極的に出向き、地域課題を把握して、、その課題解決に資する自主事業を企画するととも
に、地区の福祉保健計画策定会議でその課題解決向けての取り組みが反映されるよう情報提供します。特に、
昨年度で中止となった港北なつとも、からふる等学齢障害児余暇支援について、新たにニーズを把握し、その課
題を提示したり、地域の方への啓発する機会として地区福祉保健計画に係る会議を活用します。

新しく着任される区地区担当職員等と、必要な情報や課題等が円滑に共有し、課題解決に向けて効果的な役割
分担の下協働して取り組めるよう、個別課題解決等は毎月第４金曜日１０：００～高齢障害支援担当地区担当者
と定例会を持ち、地域課題解決等は、各職種の区連絡会や地区社会福祉協議会が運営するやすらぎの家定例
会や地区別福祉保健計画サポ-トスタッフ会議等を活用して、地区の情報共有と地域ケアプラザの機能、役割、そ
の取り組み、業務の現状について理解を深めてもらう。

□ 区からのコメント

令和２年度 新吉田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当２地区の６５歳以上の高齢者は約６,７００人で高齢化率約２４％で高齢者世帯、独居の方が増えている。この地区には、駅がなく公共交通機関は
バス利用になります。戸建てが多く、坂道の多い山側と鶴見川や早淵川の風水害の影響を受けやすい地区が広がっています。近隣のお付き合い、見
守りがまだまだ残っている地域で地区で支え合う意識のが高い住民活動が活発にされています。また、昨年度は、地区で心配な方の住民からの区へ
の通報が区内でトップでした。２地区は特に、認知症の理解についての啓発活動に力を入れており、地区内の中学１年生を対象とした地域主催による
もの等認知症サポーター養成講座が年に数回は開催され、キャラバンメイトさんが活躍されています。徘徊高齢者ネットワーク‟さがしてネット”を構築
し、２地区合同でさがしてネット模擬訓練を実施しています。ケアプラザはその事務局を担っております。年数を重ねるごとに、地域ケアプラザへ地域住
民から直接ご連絡があり、警察に保護される前にご自宅に戻れるケ-スが増えております。高齢者が徒歩圏内にバス停がない地区あり、店舗が少な
く、大型店舗や地区活動の会場となる町内会館や地区センター、ケアプラザが偏在してあるため、地区活動に参加しづらい、買い物等外出に不便であ
る高齢者がいることが推察されます。高齢者世帯、独居が増加しており、風水害を含めて発災時の自助はもとより共助の仕組みづくりが急務と考えま
す。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

支援が必要な方に適切な支援が迅速に届けられるよう相談窓口体制は輪番制とし、その支援は、相談内容に応
じた専門職種と連携を図った対応に取り組みます。また、個別の課題解決支援を積み重ね５職種間でその情報共
有して、潜在化した地域課題の抽出に取り組みます。

認知症サポ-タ-養成講座等様々な自主企画事業やさがしてネットや２地区合同のさがしてネット模擬訓練など
様々な地域活動支援や連合町内会会合のみならず単位町内会会合に出向いて、地域ケアプラザ機能の周知等
を通して、支援が必要な方を早期にに発見する、その支援を地域で支える担い手の発掘をします。そして地域の
共助の取り組みの継続支援、新たな仕組みづくりを支援します。

高齢者が認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、認知症サポ-タ-養成講座の開催や地区の
共助の取り組みであるさがしてネットの事務局を担い、合同模擬訓練をはじめ地域のの方々の認知症高齢者へ
の理解を広げ、見守りの仕組みを継続します。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金
・

実費

職員
体制

契約
者数

２２４名（要支援1：１０２ 要支援２：１２１ 事業対象
者：１） 内委託１０１）

介護支援契約数：１４１名 （介護1,2：８１ 介護3,4,5：
４４ 支援：２５）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

その方が持つ能力や思い等、その方の特性を踏まえ
た生活機能向上を目標としたケアマネジメントを実施
し、地域のインフォ－マルサ－ビス等多様なサ－ビス
の中からご自身で選択できるよう支援します。

管理者１名（社会福祉士）
主任介護支援専門員１名 保健師１名 社会福祉士
１名 介護支援専門員 １名

居宅介護支援事業

その方が可能な限り居宅において、その有する能力
に応じて、自立した日常生活を営むために必要な居
宅サービスが適切に利用できるよう、ケアプランを作
成するとともに、当該計画に基づいて適切な居宅
サービスの提供が確保できるよう、連絡調整します。
地域ケアプラザの居宅介護支援事業所であることを
自覚し、丘の上倶楽部等でのリーダーシップを積極
的に担い、地域の質の高いケアマネジメントを目指
し、またその方が住む地域の社会資源開発に資する
取り組みをして参ります。

管理者１名(主任介護支援専門員)
介護支援専門員４名(うち主任介護支援専門員２名）

通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出張
する必要がある場合には、その旅費(実費)の負担を
お願いすることがあります。

通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出張
する必要がある場合には、その旅費(実費)の負担を
お願いすることがあります。

令和2年度新吉田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・部門別アンケ－ト等を実施して、その業務の公正・
中立性を振り返ります。
・総合相談等ケアプラザ業務は、常に相談者（ご利用
者）の立場に立ち、相談者（ご利用者）の意思及び人
格を尊重し、提供されるサ－ビス等が特定な事業者
に不当に偏ることがないよう公正中立を意識した支
援をします。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・委託業者及び担当職員により建物・設備の保守点
検定期的に実施して、危険な状態の早期発見し必要
に応じた修理修繕をします。
・安心・安全な施設利用、サ－ビス提供できるよう、職
員一人一人が意識できるよう、毎月の会議や日々の
ミ－テイングでヒヤリハットにつて振り返ります。
・引き続き、スマイリングロ－ドの点数化機能を活用
した自己点検する等、安全運転の啓発に努めます。
・法令・横浜市の個人情報保護に関する条例、法人
の個人情報管理規定に基づいた取り組みをします。
事業所長は個人情報管理者を担い、事業所における
適切な個人情報の管理に関する取り組みを推進しま
す。 ・個人情報
漏洩チェックシ－トの実施、取り扱い研修を年に１回
実施して定期的に注意喚起します。
・個人情報の取り扱いについて、職員一人一人が忙
しくても、その取扱いル－ルを守るという事で漏洩防
止するという意識を高める。



目標

実施
体制

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

管理者１名 生活相談員３名 看
護職員 （機能訓練員兼務）４名
介護職員１５名 送迎職員７名
事務職員１名

契約
者数
等 【契約者数】 ８６名 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

・法令等により定められた基準によ
るものとし，利用者ごとに保険者が
判定した負担割合に応じて徴収し
ます。 ・.昼食代・おやつ
代（７５０円/食）
・キャンセル料（食材料費代 ５００
円）

・ゆったりとした空間の中でご自身
で楽しみが見つけられるよう支援し
ます。
・日常生活動作の一つ一つがリハ
ビリと捉え、残された力で生活の喜
びと自信を感じられるよう支援しま
す。
・職員やご利用者同士で安心して
過ごせる社会交流の場を提供しま
す。 ・個別
ニ－ズに柔軟に対応した適切サ－
ビス提供に努めます。
・食前の口腔体操、食後の口腔ケ
アの励行、お食事の形態への配慮
等に対応し、誤嚥性肺炎の発症防
止に努めます。
・介護者が安心できる介護者負担
軽減に資するサ－ビス提供に努め
ます。

【実施日数】
週６日（日曜日休業）
【提供時間】
介護９：００～１６：００（７時間）
予防１０：００～１５：００（５時間）
【定員】３５名（一体型）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３ 通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,770,927 17,770,927 17,770,927 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

17,770,927 0 17,770,927 0 17,770,927

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,651,010 0 11,651,010 0 11,651,010

6,000,000 6,000,000 6,000,000 給与本俸

900,000 900,000 900,000 健康保険料・厚生年金料・雇用保険料・労災保険料

3,000,000 3,000,000 3,000,000 期末手当・超過勤務手当・通勤手当

100,000 100,000 100,000 健康診断料

0 0 ハマふれんど

0 0

1,651,010 1,651,010 1,651,010 特業手当等

709,308 0 709,308 0 709,308

20,000 20,000 20,000 市内出張交通費

200,000 200,000 200,000 事務用品費・コピー用紙代等

5,000 5,000 5,000 会議費

0 0

380,000 380,000 380,000 電話代・後納郵便代

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

120,000 120,000 120,000 施設賠償責任保険・指定管理者賠償責任保険

0 0

30,000 30,000 30,000 月末支払い振込料・給与振込料

0 0

0 0

0 0

0 0

1,198,436 0 1,198,436 0 1,198,436

42,000 42,000 42,000 予算：指定額

1,156,436 1,156,436 1,156,436

0 0

2,122,631 0 2,122,631 0 2,122,631

1,589,631 1,589,631 1,589,631 電気・ガス・水道代

165,000 165,000 165,000 定期清掃委託費

0 0

368,000 0 368,000 0 368,000

空調衛生設備保守 61,000 61,000 61,000 空調設備保守点検

消防設備保守 15,000 15,000 15,000 消防設備保守

電気設備保守 130,000 130,000 130,000 電気設備保守

害虫駆除清掃保守 12,000 12,000 12,000 害虫駆除清掃保守

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 150,000 150,000 150,000 植栽管理・発電機保守等

0 0

0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,615,542 0 1,615,542 0 1,615,542

0 0

1,615,539 1,615,539 1,615,539 消費税

0 0

0 0

0 0

17,770,927 0 17,770,927 0 17,770,927

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,156,436 0 1,156,436 0 1,156,436

△ 1,156,436 0 △ 1,156,436 0 10,494,574

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 100,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業 収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費 支出

差引

自主事業費 収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和2年度 「新吉田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

28,477,018 28,477,018 28,477,018 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,801,572 5,801,572 5,801,572 横浜市より
0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

34,432,590 0 34,432,590 0 34,432,590

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,205,572 0 31,205,572 0 31,205,572
20,350,000 20,350,000 20,350,000 給与本俸

4,100,000 4,100,000 4,100,000 健康保険料・厚生年金料・雇用保険料・労災保険
料

5,700,000 5,700,000 5,700,000 期末手当・超過勤務手当・通勤手当

100,000 100,000 100,000 健康診断料

0 0 ハマふれんど

0 0
955,572 955,572 955,572 特業手当等

419,681 0 419,681 0 419,681
10,000 10,000 10,000 市内出張交通費

165,681 165,681 165,681 事務用品・コピー用紙代等

0 0
0 0

179,000 179,000 179,000 電話代・後納郵便代

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

20,000 20,000 20,000 月末支払い振込料・給与振込料

45,000 45,000 45,000 軽車両リース料等

0 0
0 0
0 0

2,061,694 0 2,061,694 0 2,061,694
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

976,694 976,694 976,694
140,000 140,000 140,000
315,000 315,000 315,000 予算：指定額

0 0
619,643 0 619,643 0 619,643
509,643 509,643 509,643 電気・ガス・水道代

45,000 45,000 45,000 定期清掃業務委託費

0 0
65,000 0 65,000 0 65,000

空調衛生設備保守 20,000 20,000 20,000 空調衛生設備保守費

消防設備保守 5,000 5,000 5,000 消防設備保守費

電気設備保守 35,000 35,000 35,000 電気設備保守費

害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 5,000 害虫駆除費

駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 0 0

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

34,432,590 0 34,432,590 0 34,432,590
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
1,431,694 0 1,431,694 0 1,431,694

△ 1,431,694 0 △ 1,431,694 0 △ 1,431,694

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費 収入
自主事業費 支出
自主事業 収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和2年度 「新吉田地域ケアプラザ）」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】














